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今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科・理教科 2年 シラバス

教科名 科 日名 (校内増称 ) 単位数 教 材

家庭科 家庭基礎 2
教科書 :家庭基礎 自立・共生・創造 [東京書籍]

副教材 :家庭基礎 学習ノート [東京書籍]

学習の

ね らい

生活の営みに係る見方 。考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通 して、様々な人と協働 し、よ

りよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成す

ることを目指す。

(I)人 の一生と家族・家庭及び福社、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために

X要な基礎的な理解を図るとともに、それ らに係る技能を身に付けるようにする。

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想 し、実践

を評価・改善 し、考察したことを根撫に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通 して課題を解決

する力を養う。

(3)様 々な人々と協働 し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会にか画 しようとするとともに、自分や

家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養 う。

授業形態

ア ドバイス

な ど

クラス単位での一斉授業で、 2時間連続 となります。

様々な単元を短時間で学習 していくので、毎時間しっかり集中して取 り組んでくださぃ。

また、実習や体験学習も行 うので、事前の耐構えゃ安全に関する注意事項を正 しく理解 して、実践 して

ください。

年間 3回、学習 した内容を問う考査を実施 します。

評価のを見点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

活を主体的に営むために雖要な
1生涯を見通 して、家庭や地域及び

の一生と家族・家庭及び福祉、 た会における生活の中から問題を

食住、消費生活・環境などの基 1見 いだして課題を設定 し、解決策

的なことについて理解 している |を 構想 し、実践を評価・改善 し、考

々な人々と協働 し、よりよい社

の構築に向けて、課題の解決に

体的に取 り組んだり、振 り返っ

改善 したりして、地域社会に参

とともに、それらに係る技能を身

|こ 4寸 けている。

1察 したことをホF(拠 に基づいて論理 1画 しようとするとともに、自分や

1的 に表現するなどして課題を解決 1家庭、地域の生活を創造 し、実践

る力を身に付けている。 しようとしてぃる。

育てたい生徒像

(資質.能 力)

との関連

教養カ

技能力

思考カ

判断カ

表現カ

協働力

倉」造力

生 きるカ

主な

評価方法

定期考査

実習作品

実習記録表

定期考査

レポー ト

ワークシー ト

発オく

レポー トの記述

ワークシー ト

学習ノー ト

発表 等



学期 学習内容
学習の到注目標

矢口識・技能 思考 :判 断・表現  1主体的に学習に取り組む態度

前
期

生涯を見通す

日標を持って生きる

人生をつくる

I.人生をつくる

2.家族・家庭を見つめる

3,これからの家庭生活と社会

子どもと共に育つ

I.命 を育む

2.子どもの育つ力を矢口る

3.子どもと関わる

4。 これからの保育環境

超高船社会を共に生きる

I.超 高船社会の到来

2.高齢者の′は身の特徴

3,これからの超高船社会

共に生き、共に支える

水生活をつくる

1.衣服の役割を考える

2,被服を大手する

3.衣服を管理する

4。 これからの衣生活

ホームプロジェクト

・生涯を見通 して、意思決

定をしていくことの重要性

について理解している。

・家族・家庭の機能と家族

関係、社会との関わりにつ

いて理解を深めている。

・乳幼児のは身の発注や

親の役割と保育、子育て

支援について理解してい

る。

・高齢者を取り巻く社会環

境や高船期のは身の特

徴について理解している。

・被服材料、被服の計画、

健康で快適な衣生活に兇

要な情報の可又集ができる
。被服製作の基礎的な技

能を身に付けている。

・生涯を見通した生活に

ついて主体的に考え論理

的に表現することができ

る。
・家族の一員としての役割

について問題を見い出し、

課題 を解決することがで

きる。

・子どもの健やかな発達

のために親や家族、地域

わヾ果たす役割の重要性に

ついて問題 を見いだし、課

題 を解決する力を身に付

けている。
・高船者の自立生活を支

えるために、家庭や地域

及び社会の果たす役割の

重要性について問題を見

いだし、課題を解決するカ

を身に付けている。

均期民の機能性や快迫性

について問題を見いだし、

課題を設定し、解決する

力を身に付けている。

・青年期の自主と家族・家

庭について課題の解決に

主体的に取り組んだり、改

善したりして、自分や家庭

地域の生活の充実向上を

図るために実践しようとし

ている。

・子どもの生活と保育につ

いて課題の解決に主体的

に取組んだり、改善したり

して、自分や家庭、地域の

生活の充実向上を図るた

めに実践しようとしている。
・高齢期の生活と福祉に

ついて、課題の解決に主

体的に取り組んだり、改善

したりして、生活の充実向

上を図るために実践しよう

としている。

。
本生活と健康について課

題の解決に主体的に取り

組んだり、改善したりして、

生活の充実向上を図るた

めに実践しようとしている。

後

期

食生活をつくる

I.食 生活の課題を考える

2.食事と栄養・食品

3.食生活の選択と安全

4.調理の基礎

5.食生活の文化と矢口恵

6.これからの食生活

住生活をつくる

I.住生活の変遷住居の機能

2.安全で快適な住生活計画

3.住 生活の文化と矢口患

4.これからの住生活

経済生活を営む

I.情報のЧ又集と意思決定
2.購入・支払いの方法

3.消 費者の権利と責任

4.生涯の経済生活を見通す

5。 これからの経済生活

持続可能な生活を営む

これからの生活を創造する

・食品の栄養的特質、調

理上の性質、健康や環境
に固E慮 した食生活につい

て理角旱している。
・調理に蜂要な技能を身

に付けている。

・防災などの安全や環境

に酉E慮 した住居の機能に

ついて理解している。
・住居 の計 画・管理 に兇

要な技 能を身に付けてい

る。
・契約の重要性や家計管

理について理解している。
・生活における経済と社会

の関わ りについて理解 し

ている。

・持続 可能の社会に参画

することの意 義 について

理角旱している。

・食品の調理上の性質、

食の安全性について問題

を見いだし、課題を設定

し、解決する力を身に付け

ている。

・住居の機能性や快適性

について問題を見いだし、

課題を設定し、解決する

力を身に付けている。

・生涯を見通した生活に

おける経済の管理や計 L百J

の童要性について問題 を

見いだし、課題を設定し、

解決する力を身に付けて

いる。

・持続可能な社会を目指

して主体的に行動できる

よう課題を設定し、解決す

る力を身に付けている。

・食生活と健康について課

題の解決に主体的に取り

組んだり、改善したりして、

生活の充実向上を図るた

めに実践しようとしている。

・住生活と住環境について

課題の解決に主体的に取

り組んだり、改善したりし

て、生活の充実向上を図

るために実践しようとして

いる。

・生活における経済の計画

について課題の解決に主

体的に取り組んだり、改善

したりして、生活の充実向

上を図るために実践しよう

としている。

・持続可能なライフスタイ

ルと環境について生活の

充実向上を図るために実

践しようとしている。

備 考


